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三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
超

巨
大
地
震
に
よ
⌣
て
⌏
東
北
⌏
関
東
地

方
は
じ
め
広
範
囲
な
地
域
に
甚
大
な
被

害
が
も
た
ら
さ
れ
⌏
ま
た
⌏
原
子
力
発

電
所
の
深
刻
な
事
態
が
続
き
⌏
今
な
お

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
⌐ 

こ
の
た
び
の
震
災
に
よ
り
尊
い
生
命
を

奪
わ
れ
た
多
く
の
方
々
に
衷
心
よ
り
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
⌏
今
な

お
深
い
悲
し
み
の
中
で
苦
難
の
生
活
を

強
い
ら
れ
て
お
ら
れ
る
全
て
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
⌐ 

 

八
幡
仏
教
会
で
は
⌏
三
月
二
十
八
日

に
十
三
⌳
寺
寺
院
住
職
と
⌏
世
話
人
の

一
部
の
方
々
に
よ
り
被
災
地
救
援
募
金 

の
托
鉢
を
市
街
地
で
行
い
ま
し
た
⌐
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
⌏
四
十
万
円
を
超
す
浄
財
を
い
た

だ
き
⌏
中
日
新
聞
郡
上
八
幡
通
信
局
を

通
し
寄
託
い
た
し
ま
し
た
⌐
紙
面
を
お

か
り
し
ま
し
て
御
礼
と
御
報
告
を
申
し

上
げ
ま
す
⌐ 

こ
の
た
び
の
災
害
は
⌏
私
た
ち
人
間

に
大
き
な
警
告
を
与
え
て
く
れ
た
の
で

す
⌐
終
戦
後
か
ら
今
日
ま
で
日
本
は
豊

か
さ
を
目
指
し
経
済
最
優
先
の
歩
み
を

し
て
き
ま
し
た
⌐
そ
れ
は
い
つ
し
か
心

の
荒
廃
を
生
み
⌏
自
然
を
壊
し
⌏
自
然

の
力
を
甘
く
見
⌏
科
学
は
自
然
を
超
え

る
と
い
う
錯
覚
ま
で
生
み
だ
し
た
の
で 

す
⌐ 

ま
さ
し
く
⌏
人
間
の
う
ぬ
ぼ
れ
で
す
⌐ 

⌕
現
代
人
は
⌏
自
然
に
逆
ら
う
生
活
の

た
め
に
た
く
さ
ん
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ
⌴

を
使
⌣
て
き
ま
し
た
⌐
な
ぜ
コ
ン
ビ
ニ

が
二
十
四
時
間
開
い
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
⌐
な
ぜ
ビ
ニ
⌴
ル
ハ
ウ
ス

に
暖
房
を
か
け
て
ま
で
⌏
正
月
に
イ
チ

ゴ
を
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
⌐

今
回
の
事
態
は
⌏
そ
ん
な
暮
ら
し
に
対

す
る
逆
襲
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
⌐
人

の
作
⌣
た
も
の
は
⌏
か
く
も
は
か
な
く

壊
れ
て
し
ま
う
⌐
こ
の
期
に
及
ん
で
ま

だ
自
然
を
人
間
が
操
れ
る
と
思
⌣
て
い

る
と
し
た
ら
大
馬
鹿
で
す
⌖ 

―
玄
侑
宗
久
氏
談
話―

 

あ
ら
た
め
て
⌏
生
老
病
死
の
人
生
⌏
諸

行
無
常
の
理
を
再
確
認
し
⌏
心
の
豊
か

さ
を
養
い
伝
統
の
再
評
価
を
仏
教
会
の 

心
の
豊
か
さ
目
指
す 

 

八
幡
町
八
幡
仏
教
会
会
長 

 

石 

神 
 

明 

八幡仏教会ホームページ 
http://www.8butsu.jp 

平
成
二
十
三
年
度 

主
な
行
事
予
定 

 

五
月
五
日 

 

花
祭
り
パ
レ
⌴
ド 

 

七
月
二
十
八
日
⍐
八
月
九
日 

 
 

十
三
⌳
寺
巡
り 

 

暁
天
の
つ
ど
い 

 

八
月
十
七
日 

 

灯
籠
流
し 

 

九
月
十
六
日 

 

追
弔
会 

テ
⌴
マ
に
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
⌐ 

 

仏
教
会
も
地
区
に
よ
⌣
て
は

世
話
人
さ
ん
の
交
替
も
あ
り
⌏
新

し
く
ご
就
任
い
た
だ
き
新
年
度

を
迎
え
た
こ
と
で
す
⌐
今
年
度
も

春
の
花
ま
つ
り
⌏
夏
の
十
三
⌳
寺

巡
り
暁
天
の
つ
ど
い
⌏
灯
篭
流

し
⌏
秋
の
物
故
者
追
悼
法
要
の
四

大
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

の
で
⌏
何
卒
ご
協
力
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
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八 幡 仏 教 会 報 ( 2 ) 平成 23 年 5 月 5 日 第 3 号 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

三
月
二
十
八
日
に
行
い
ま
し
た
八
幡
仏
教
会
東
日
本

大
震
災
義
援
金
托
鉢
で
は
⌏
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
⌏
た
く
さ
ん
の
浄
財
を
頂
き
ま
し
た
⌐
収
益
金
は
合
計

で
４
１
万
０
９
４
５
円
に
も
な
り
ま
し
た
⌐
全
額
を
⌏
中

日
新
聞
郡
上
八
幡
通
信
局
を
通
し
東
日
本
大
震
災
災
害

義
捐
金
と
し
て
寄
託
い
た
し
ま
し
た
⌐ 

托
鉢
の
様
子
は
⌏
翌
々
日
の
中
日
新
聞
⍅
中
濃
版
⍆
に

も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
⌏
ご
紹
介
し
ま
す
⌐ 

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告 

四
月 

六
日
⍅
火
⍆ 

理
事
・
世
話
人
会
⍅
懇
親
会
⍆ 

四
月
二
十
日
⍅
火
⍆ 

理
事
・
世
話
人
会 

⍅
花
ま
つ
り
計
画
⍆ 

五
月 

五
日
⍅
水
⍆ 

花
ま
つ
り(

願
蓮
寺
⍐
安
養
寺) 

七
月
十
五
日
⍅
木
⍆ 

理
事
会 

七
月
二
十
一
日
⍅
木
⍆
理
事
・
世
話
人
会 

七
月
二
十
八
日
⍅
水
⍆
八
幡
町
十
三
⌳
寺
巡
り 

⍐
八
月
九
日
⍅
月
⍆ 

 
 

暁
天
の
つ
ど
い 

八
月
十
七
日
⍅
月
⍆ 

灯
籠
流
し 

八
月
十
八
日
⍅
火
⍆ 

灯
籠
流
し
後
片
付
け 

九
月 

八
日
⍅
水
⍆ 

物
故
者
法
名
書
き 

九
月 

十
日
⍅
金
⍆ 

理
事
・
世
話
人
会 

九
月
十
七
日
⍅
金
⍆ 

追
弔
会
⍅
昔
を
ど
り
⍆ 

一
月
二
十
六
日
⍅
水
⍆
会
計
監
査 

二
月 

九
日
⍅
水
⍆ 

理
事
会 

二
月
十
五
日
⍅
火
⍆ 

理
事
・
世
話
人
会
⍅
懇
親
会
⍆ 

三
月
二
十
九
日
⍅
火
⍆
理
事
会 

 

中
日
新
聞 

２
０
１
１
年
３
月
２
９
日
⍅
火
⍆
中
濃
版 

平成 22 年 5 月 5 日 花まつり 

平
成
二
十
三
年
度
予
定 

四
月
十
九
日
⍅
火
⍆ 

 

理
事
・
世
話
人
会 

五
月 

五
日
⍅
水
⍆ 

 

花
ま
つ
り 

七
月 

 
 
 

 
 

 
 

理
事
・
世
話
人
会 

七
月
二
十
八
日
⍅
水
⍆ 

八
幡
町
十
三
⌳
寺
巡
り 

⍐
八
月
九
日
⍅
月
⍆ 

 
 

暁
天
の
つ
ど
い 

八
月
十
七
日
⍅
月
⍆ 

 

灯
籠
流
し 

九
月 

 
 
 

 
 

 
 

理
事
・
世
話
人
会 

九
月
十
六
日
⍅
金
⍆ 

 

追
弔
会
⍅
昔
を
ど
り
⍆ 

二
月 

 
 
 

 
 

 
 

理
事
会 

二
月 

 
 
 

 
 

 
 

理
事
・
世
話
人
会 

 

八
幡
町
仏
教
会
会
則
の
一
部
改
定 

 

八
幡
仏
教
会
で
は
⌏
以
前
よ
り
一
月
一
日
⍐

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
会
計
年
度
を
用
い
て

い
ま
し
た
が
⌏
今
回
の
改
定
に
よ
り
⌏
四
月
一

日
⍐
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
会
計
年
度
と

な
り
ま
す
⌐ 

な
お
平
成
二
十
三
年
度
に
限
り
⌏
切
り
替
え

の
た
め
一
月
一
日
⍐
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
会
計
年
度
と
な
り
ま
す
⌐ 

 

こ
れ
ら
の
変
更
は
⌏
四
月
十
九
日
開
催
の
理

事
会
・
世
話
人
会
に
て
満
場
一
致
で
ご
承
認
頂

き
ま
し
た
事
を
⌏
こ
こ
で
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま

す
⌐ 
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平
成
二
十
三
年
度
役
員 

 

平
成
二
十
三
年
度
の
役
員
は
⌏
次
の
と
お
り

で
す
⍅
順
不
同
⍆
⌐
ご
苦
労
様
で
す
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
⌐ 

 

会
長 

石
神 

明
⍅
願
蓮
寺
⍆ 

 

副
会
長 

毛
利 

諦
信
⍅
蓮
生
寺
⍆ 

 

杉
本 

博
一 

 

相
談
役 

千
葉 

喬
⍅
長
敬
寺
⍆ 

 

事
務
局
長 

玉
腰 

秀
樹
⍅
浄
因
寺
⍆ 

 

事
務
局
員 

高
橋 

教
雄
⍅
大
乗
寺
⍆ 

 

千
葉 

謙
⍅
長
敬
寺
⍆ 

 

多
田 

克
次
⍅
最
勝
寺
⍆ 

 

会
計 

本
田 

あ
け
美 

 

総
務
部
長 

丹
羽 

誠
一 

 
事
業
部
長 

浅
野 

真
顕
⍅
洞
泉
寺
⍆ 

 
教
化
広
報
部
長 

服
部 

貢
一
郎
⍅
善
光
寺
⍆ 
 

監
事 

杉
下 

義
昭 

 

筒
井 

淳
美 

 

特
別
理
事 
稲
村 

禧
元
⍅
悟
竹
院
⍆ 

 
楠 

 

幹
夫
⍅
安
養
寺
⍆ 

 

東 
 

宜
隆
⍅
慈
恩
寺
⍆ 

 

中
島 
密
慈
⍅
遍
照
殿
⍆ 

 

川
岸 

承
翁
⍅
揚
柳
寺
⍆ 

 

理
事 

山
田 

隆
一 

 

清
水 

俊
夫 

 

大
前 

三
郎 

 

和
田 

勝
介 

 

坂
井 

幹
雄 

 

浜
口 

民
男 

 

泉 
 

市
治 

 

池
戸 

一
巳 

 

餌
取 

評
八 

町
内
世
話
人(

四
月
二
十
七
日
現
在) 

上

桜

町 

上
島 

陸
男 

下

桜

町 

古
瀬 

修 

上

柳

町 

安
田 

勉 

中

柳

町 

和
田 

九
勇 

下

柳

町 

青
山 

保
英 

上

殿

町 

丹
羽 

誠
一 

中

殿

町 

本
川 

誠 

下

殿

町 

古
池 

孝
文 

初

音

一

区 

山
田 

康
治 

 

山
本 

清
一 

中

坪

三

区 

餌
取 

評
八 

肴

町 

西
村 

文
男 

本

町 

谷
沢 

周
作 

 

天
野 

収
一 

大

手

町 

川
上 

朝
史 

鍛

冶

屋

町 

島
川 

功 

職

人

町 

杉
下 

義
昭 

向

山 

井
本 

修 

上

尾

崎

町 

山
田 

隆
一 

下

尾

崎

町 

山
岸 

尚
三 

五

町 

大
坪 

三
郎 

 

桑
山 

光
太
郎 

新

町 

清
水 

俊
夫 

橋

本

町 

立
田 

了
渓 

今

町 

加
藤 

宮
吉 

栄

町 

前
田 

勇 

今

小

町 

古
藤 

直 

大

正

町 

一
柳 

四
郎 

 

遠
藤 

敦
則 

新

栄

町 

服
部 

純
一 

城

南

町 

佐
藤 

実 

 

末
松 

清 

 

田
中 

隆
盛 

 

田
中 

清
美 

 

中
邑 

篤
司 

住

吉

町 

山
田 

祐
幸 

上

桝

形

町 

渡
辺 

章 

 

下

桝

形

町 

林 
 

政
光 

稲

荷

町 

木
全 

佐
智
子 

上

日

吉

町 

山
田 

保
雄 

下

日

吉

町 

朝
日 

令
子 

 

大
前 

三
郎 

 

大
野 

好
夫 

 

篠
田 

節
子 

 

和
田 

勉 

 

渡
辺 

義
夫 

大

坂

町 

和
田 

勝
介 

上
日
ノ
出
町 

石
田 

武
夫 

下
日
ノ
出
町 

村
瀬 

清 

山

本

町 

山
下 

健
一 

乙

姫

町 

東 

宜
隆
⍅
慈
恩
寺
⍆ 

川

原

町 

筒
井 

淳
美 

上

愛

宕

町 

本
田 

あ
け
美 

中

愛

宕

町 

野
村 

文
夫 

下

愛

宕

町 

長
尾 

豊 

北

朝

日

町 

鷲
見 

正 

南

朝

日

町 

森
田 

峰
吉 

常

磐

町 

林 
 

忍 

左

京

町 

遠
藤 

主
税 

立

町 

森
本 

満
澄 

東

町

一

区 
(

選
任
中) 

東

町

二

区 

清
水 

昭 

小
野
一
丁
目 

足
立 

政
男 

 

馬
場 

直
美 

小
野
二
丁
目 

杉
本 

博
一 

小
野
三
丁
目 

浜
口 

民
男 

 

羽
田
野 

絢
子 

小
野
四
丁
目 

柴
山 

登 

小
野
五
丁
目 

千
葉 

幹
雄 

 

泉 
 

市
治 

 

小
野
六
丁
目 

榎
本 

昭
子 

 

花
房 

芳
清 

小
野
七
丁
目 

岡
崎 

章 

 

桑
原 

章
司 

小
野
八
丁
目 

和
田 

正
一 

 

池
戸 

一
巳 

 

－ 募 集 － 
① 八幡仏教会の会員を募集してお

ります。入会は町内の世話人に

申し込んでください。 

② 八幡仏教会報への投稿を募集し

ております。短歌・俳句・ご意

見等何でも結構です。善光寺ま

でご持参頂くか、FAX 66-0084、

電子メール info@8butsu.jp ま

でお願いします。 

理
事
改
選
の
お
知
ら
せ 

⍅
敬
称
略
⍆ 

副
会
長 

 

杉
本 

博
一 

理
事 

 
 

餌
取 

評
八 

 

副
会
長 

稲
村
禧
元
氏(

悟
竹
院)

の
一
身
上

の
都
合
に
よ
り
⌏
参
与 
杉
本
博
一
氏
を
副
会

長
に
推
挙
致
し
ま
し
た
⌐ 

ま
た
新
た
な
理
事
と
し
て
餌
取
評
八
氏
を

推
挙
致
し
ま
し
た
⌐ 

両
名
と
も
四
月
十
九
日
開
催
の
理
事
会
・
世

話
人
会
に
て
満
場
一
致
で
ご
承
認
頂
き
ま
し

た
事
を
⌏
こ
こ
で
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
⌐
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
⌐ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年度八幡仏教会収支決算書 

平成 22 年 1 月 1 日～平成 22年 12 月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

繰 越 金 399,251 399,251 0  

会 費 収 入 900,000 889,500 △10,500 
21 年度分 30,500 円 

20 年度分 11,500 円 

事 業 収 入 363,000 334,582 △28,418  

内 

 

訳 

花まつり 18,000 20,510 2,510 参加150人,志,賽銭  

灯籠流し 250,000 236,912 △13,088 107 基 ,志 ,賽銭 

追 弔 会 95,000 77,160 △17,840 志,賽銭 

そ の 他 0 0 0 暁天のつどい 

雑 収 入 35,000 35,161 161 
懇親会費,預金利子 

新規加入金(2 件) 

合 計 1,697,251 1,658,494 △38,757  

【 支 出 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

事 業 部 費 780,000 631,990 △148,010  

内 

 

訳 

花まつり 230,000 203,569 △26,431 ポスター,記念品,布施等 

灯籠流し 300,000 229,871 △70,129 チラシ,灯籠,足場,布施等 

追 弔 会 250,000 165,650 △84,350 チラシ,供物,お礼,布施等  

そ の 他 0 32,900 32,900 暁天のつどい 

総 務 部 費 60,000 0 △60,000 建設委員会,監査会 

教化広報費 50,000 88,175 38.175 ホームページサーバ利用料,会報 

事 務 費 50,000 24,462 △25,538 通信費,事務用品等 

会 議 費 200,000 206,530 6,530 世話人会,懇親会 

渉 外 費 200,000 143,000 △57,000 市仏教会費,香典等 

備 品 費 50,000 9,450 △40,550  

積 立 金 0 0 0  

予 備 費 307,251 0 △307,251  

小 計 1,697,251 1,103,607 △593,644  

繰 越 金 0 554,887 554,887  

合 計 1,697,251 1,658.494 △38,757  
 

積 立 金 定期貯金 1,148,567(元利合計額)  

 

上記のとおり報告します。 

平成 23 年１月 26 日 八幡仏教会 会計 本田 あけ美 

監査の結果 正確であることを認めます。 

平成 23 年 1 月 26 日 八幡仏教会 監査 杉下 義昭 

 監査 筒井 淳美 

 

平成 23 年度八幡仏教会予算 

平成 23 年 1 月 1 日～平成 24年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 前年度実績 予 算 額  備 考  

繰 越 金 399,251 554,887  

会 費 収 入 889,500 847,500 ＠500×1,695 戸分 

事 業 収 入 334,582 320,000  

内 

 

訳 

花まつり 20,510 20,000 参加費＠100×150 人分 

灯 籠 流 し 236,912 230,000 灯篭申し込み＠2,000×100 基分 

追 弔 会 77,160 70,000  

そ の 他 0 0  

雑 収 入 35,161 35,000 懇親会費＠1,000×35 名分 

積立金取り崩し 0 0  

合 計 1,658,494 1,757,387  

【 支 出 の 部 】 

科 目 前年度実績 予 算 額  備 考  

事 業 部 費 631,990 680,000  

内 

 

訳 

花まつり 203,569 210,000  

灯 籠 流 し 229,871 230,000  

追 弔 会 165,650 170,000  

そ の 他 32,900 70,000 暁天のつどい・13 ヶ寺めぐり 

総 務 部 費 0 10,000 監査会 

教化広報費 88,175 90,000 サーバ利用料、会報 

事 務 費 24,462 30,000  

会 議 費 206,530 210,000 世話人会、理事会 

渉 外 費 143,000 100,000 市仏教会費、倉庫土地借料 

備 品 費 9,450 550,000 法被 

積 立 金 0 0  

予 備 費 0 87,387  

次年度繰越金 554,887 0  

合 計 1,658,494 1,757,387  
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